
　

臥
牛
の
峰
に
初
夏
の
若
葉
が
生
い

茂
っ
て
、
青
々
と
し
た
生
気
を
漲
ら
し
、

校
内
の
心
字
池
に
美
し
く
映
ゆ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
相
当

に
移
行
さ
れ
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の

日
常
を
取
り
戻
し
た
昨
年
度
で
し
た
。

　

臥
牛
山
の
木
々
も
夏
の
日
差
し
を

浴
び
、
一
層
そ
の
緑
を
輝
か
せ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に

は
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
同
窓
会
の
諸
活
動
や
本
校
の
教

育
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
昨
年
度
、
学
校
教
育

目
標
を
改
定
し
ま
し
た
。
標
題
の
「
志

高
く
自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
し
続
け
、

社
会
で
グ
ロ
ー
カ
ル
に
活
躍
す
る
人
を

育
て
る
」
で
す
。
学
校
教
育
目
標
を
効

果
的
に
実
現
し
て
い
く
に
は
、
そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
皆
で
共
有
し
、
各
教

育
活
動
の
目
標
と
往
還
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
学
校
教
育
活
動
の
核
と
し

て
、
教
職
員
は
も
と
よ
り
、
生
徒
、
保

護
者
や
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
活

き
た
目
標
と
し
て
身
近
な
存
在
と
な
る

よ
う
、
一
文
で
端
的
に
示
し
た
具
体
的

で
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

高
梁
高
校
に
も
様
々
な
学
び
の
機
会
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ノ
ー
ウ
ッ
ド
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

と
の
「
姉
妹
校
交
流 

in 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
」は
４
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、
11
泊
14

日
で
18
名
の
生
徒
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

学
園
祭
の
松
籟
祭
も
４
年
ぶ
り
の
全
面

公
開
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
１

ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

高
梁
市
ア
ン
ペ
ー
ル
高
校
教
育
交
流
事

業
で
５
名
の
生
徒
が
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ

前
半
部
分
で
は
、
校
訓
「
向
上
進
取
」

「
天
分
発
揮
」「
有
終
の
美
」
の
精
神
を

礎
と
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
よ

い
方
向
を
目
指
し
て
最
後
ま
で
や
り
遂

げ
、
本
来
も
っ
て
い
る
可
能
性
を
最
大

限
発
揮
す
る
こ
と
。
後
半
部
分
で
は
、

地
域
創
生
に
つ
な
が
る
人
間
育
成
が

求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
世
界
的
視
野
に

立
っ
て
考
え
、
地
域
視
点
で
社
会
に
参

画
す
る
人
を
育
て
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え

て
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
が
「
育

て
た
い
生
徒
像
」で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
は
「
未
来
を

拓
く
８
つ
の
力
」と
し
ま
し
た
。

ン
市
の
ア
ン
ペ
ー
ル
高
校
を
訪
問
し
、

８
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
25
周
年
の
家
政
科
展
、
24
回
目

を
数
え
る
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
も

盛
大
に
行
わ
れ
、
日
頃
の
学
習
・
活
動

の
成
果
が
地
域
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
校
は
こ
の
１
年
も
地
域
の
拠
点
校

と
し
て
、
そ
の
重
責
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
家
政
科
で
は
、
今
年
も
家
庭
科

技
術
検
定
で
四
冠
王
の
生
徒
が
出
て

く
れ
ま
し
た
。
県
下
唯
一
で
、
６
年
連

続
は
全
国
で
も
ご
く
わ
ず
か
だ
そ
う
で

す
。
三
冠
王
も
14
名
と
近
年
で
は
一
番

多
く
、
多
く
の
生
徒
が
専
門
的
で
高
度

な
技
術
力
を
身
に
つ
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。
普
通
科
で
は
、卒
業
生
は
86
名
で
、

延
べ
54
名
が
国
公
立
大
学
に
合
格
。
国

公
立
大
学
合
格
率
が
63
％
と
、
過
去
最

■�

育
て
た
い
生
徒
像
　G

raduation 
P
olicy

・�

高
い
志
で
挑
戦
し
、
個
性
と
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
生
徒
。

・�

未
来
を
拓
く
８
つ
の
力*

を
身
に
つ
け
、

グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
で
社
会
に
参
画

で
き
る
生
徒

・�

生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
び
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

行
動
で
き
る
生
徒

■�

未
来
を
拓
く
８
つ
の
力
：「
良
く
生

き
る
」た
め
に
育
て
た
い
力

・�

未
来
を
描
く
知
と
技
：
社
会
で
生
き

る
教
養
力［
全
科
共
通
］、
専
門
的
で

高
度
な
技
術
力［
家
政
科
］

・�

課
題
発
見
・
解
決
力
：
情
報
を
活
用

高
の
数
値
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、

岡
山
大
学
に
12
名
合
格
。
同
窓
生
と
し

て
も
誇
ら
し
い
結
果
で
し
た
。
部
活
動

で
は
、
三
村
真
奈
美
さ
ん
が
第
47
回
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
美
術
・
工

芸
部
門
で
参
加
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
第
47
回
中
国
高
等
学
校
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
、
第
27
回
中

国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

と
も
に
準
優
勝
と
見
事
な
成
果
を
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
現
在
の
学

校
の
様
子
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Facebook

等
で
日
常
的
に
発
信
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
入
試
か
ら
、
高
梁

高
校
は
普
通
科
を
全
県
学
区
に
さ
れ

ま
し
た
。
学
区
拡
大
に
伴
い
寄
宿
舎
・

寮
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
た

め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「『
温

知
寮
・
泉
寮
』
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ン
」

を
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
も
、
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
高
梁
高
校
同
窓
会
に
も
活
気

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
８
月
14

日（
月
）に
同
窓
会
総
会
を
高
梁
国
際
ホ

す
る
力
、
論
理
的
・
批
判
的
に
思
考

す
る
力
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る

力［
全
科
共
通
］

・�
未
来
を
創
る
実
行
力
：
対
話
し
協
働

す
る
力
、
志
高
く
挑
戦
す
る
力
、
自

律
し
や
り
抜
く
力［
全
科
共
通
］

　

未
来
を
拓
く
８
つ
の
力
は
、「
課
題

発
見
・
解
決
力
」
を
中
核
と
し
、
そ
れ

を
支
え
る
「
未
来
を
描
く
知
と
技
」
と
、

使
い
方
を
方
向
づ
け
る
「
未
来
を
創
る

実
行
力
」
の
三
層
構
造
で
、
学
力
の
三

要
素
と
呼
応
し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育

全
般
で
横
断
的
に
育
む
も
の
で
あ
り
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点

か
ら
の
教
育
実
践
を
通
し
て
、
全
教
職

員
で
意
識
し
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

テ
ル
で
開
催
。
そ
し
て
、10
月
21
日（
土
）

に
東
京
支
部
総
会
が
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル

麹
町
で
、
11
月
19
日（
日
）に
は
関
西
支

部
総
会
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
サ
カ
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
会
も
４
年

ぶ
り
の
開
催
で
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

同
窓
生
同
士
、
近
況
報
告
な
ど
尽
き
ぬ

話
で
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
和
や
か
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関

西
支
部
で
は
『
高
梁
高
校
同
窓
会
関
西

支
部
だ
よ
り
』
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

工
夫
さ
れ
充
実
し
た
誌
面
、
読
み
応
え

が
あ
る
内
容
で
、
編
集
の
方
々
の
ご
労

苦
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
、
同
窓
会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
同
窓
会
総
会
を
、
８
月
14

日（
水
）に
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
予

定
で
す
。
同
窓
会
を
通
じ
て
、
私
た
ち

同
窓
生
の
交
流
を
深
め
、
母
校
と
の
つ

な
が
り
を
強
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
会
に
お
い
て

皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
、
本
校
は
「
高
等

学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化
推
進
事
業
（
Ｄ
Ｘ
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）」の
対
象
校
と
な
り
ま
し

た
。
高
梁
高
校
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
校

と
し
て
県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
、
日
本

教
育
工
学
協
会
よ
り
、
高
等
学
校
で
は

中
四
国
初
の
「
学
校
情
報
化
優
良
校
」

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
更
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
文
理
横
断
的
な
探

究
的
学
び
を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

高
梁
高
校
で
過
ご
す
３
年
間
で
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
可
能
性
や
視
野
を
広

げ
、
や
が
て
自
分
の
夢
を
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
そ
の
達
成
に
向

け
て
努
力
し
て
い
け
る
よ
う
、
高
梁
高

校
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
全
力
で
創
り

あ
げ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
生
の
皆
様
の
益
々
の

ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
母
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つい
て

　

年
１
回
発
行
し
て
い
ま
す
同
窓
会

だ
よ
り
は
、
毎
年
７
月
末
に
同
窓
会

員
の
皆
様
全
員
に
送
付
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
同
窓
会
費
が
逼
迫
し
て

お
り
同
窓
会
員
の
皆
様
全
員
に
同
窓

会
便
り
を
送
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
状

況
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和
５
年
度

か
ら
送
付
を
次
の
会
員
の
方
々
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
他
の
会
員

様
に
は
高
梁
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
に
い
た
し

ま
し
た
。
同
窓
会
員
全
員
の
皆
様
に

お
届
け
で
き
な
い
こ
と
を
大
変
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
同
窓
会
運
営
に
切
り
替
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
状

況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
引
き
続
き
同
窓
会
だ
よ

り
発
行
募
金
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
今
後
も
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
会
員
様
】

１
．�

卒
業
年
度
が
昭
和
47
年
以
前
の

同
窓
生

２
．
卒
業
後
５
年
以
内
の
同
窓
生

３
．�

３
年
以
内
に
同
窓
会
だ
よ
り
発

行
募
金
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い

た
同
窓
生

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

高
梁
高
校
の
日
常
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク・イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
運

用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
風
景
や

生
徒
会
活
動
、
部
活
動
の
様
子
な
ど

を
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
後
輩
た
ち
の

生
き
生
き
と
し
た

学
校
生
活
の
様
子

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
２
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
は
、

こ
ち
ら
で
す
。

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

令
和
６
年
度
の
同
窓
会
定
期
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合

わ
せ
の
上
、
是
非
と
も
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
に
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
総
会
後
、
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。

今
年
度
の
懇
親
会
は
、
下
記
の
当
番
幹
事

学
年
の
方
を
中
心
に
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら

へ
の
ご
出
席
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
39
回
卒（
昭
和
63
年
卒
）

高
49
回
卒（
平
成
10
年
卒
）

高
59
回
卒（
平
成
20
年
卒
）

高
69
回
卒（
平
成
30
年
卒
）

　
　

記
日　

時　

令
和
6
年
８
月
14
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

場　

所　

高
梁
国
際
ホ
テ
ル

　
　
　
　

高
梁
市
正
宗
町
２
０
３
３

　
　
　
　

℡
０
８
６
６–

２
１–

０
０
８
０

会　

費　

５
，０
０
０
円

　
　
　
　

�

卒
業
後
４
年
以
内
の
同
窓
生

　
　
　
　

は
無
料
と
し
ま
す

支
部
総
会
の
ご
案
内

＜

東
京
支
部
総
会＞

令
和
６
年
10
月
26
日（
土
）12
：
00
～

東
京
都
千
代
田
区
平
河
野
２–

４–

３

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町

＜

関
西
支
部
総
会＞

　

令
和
６
年
11
月
16
日（
土
）12
：
00
～

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
５–

14–

10　

　

ニ
ュ
ー
オ
ー
サ
カ
ホ
テ
ル

【
同
窓
会
新
役
員
】

会　

長　

樋
口　
　

満（
高
13
回
卒
）

副
会
長　

永
井　

芳
郎（
高
20
回
卒
）

　
　
　
　

小
泉　
　

博（
高
23
回
卒
）

　
　
　
　

岡
田　

誠
治（
高
24
回
卒
）

　
　
　
　

小
田　

幸
伸（
高
25
回
卒
）

　
　
　
　

松
本　

圭
司（
高
27
回
卒
）

　
　
　
　

近
藤　

隆
則（
高
28
回
卒
）

　
　
　
　

西　
　

佳
子（
高
29
回
卒
）

　
　
　
　

蟻
正　

教
子（
高
30
回
卒
）

監　

査　

片
岡　

康
平（
高
18
回
卒
）

　
　
　
　

竹
井　
　

淳（
高
23
回
卒
）

　
　
　
　

菅
田　

吉
昭（
高
39
回
卒
）

フェイスブックインスタグラム

発　　　　行
〒７１６-０００４
　　　高梁市内山下３８
岡山県立高梁高等学校

同窓会事務局
TEL０８６６-２２-３０４７

印　　刷　　所
ノ ー イ ン 株 式 会 社

志
高
く
自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
し
続
け
、

社
会
で
グ
ロ
ー
カ
ル
に
活
躍
す
る
人
を
育
て
る

校
長　

鳥 

越 

信 
行　

ご
　
挨
　
拶

会
長　

樋 
口　
　

満

お

知

ら

せ
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区
以
外
か
ら
の
入
学
生
は
16
名

（
内
12
名
が
普
通
科
）
で
、
全
体

に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
遠
隔
地
か
ら
の

入
学
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
寮

生
は
１
年
次
16
名
で
、
２
年
次
７

名
、
３
年
次
６
名
か
ら
倍
増
し
、

寮
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
温
知
寮
・
泉
寮
は
改
築

後
50
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
進

み
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
ま

す
。
長
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
も
、こ
の
寮
を
舞
台
に
、寮
生
・

高
校
・
保
護
者
・
地
域
が
つ
な

が
り
、
と
も
に
学
び
一
人
ひ
と
り

の
自
律
と
成
長
に
つ
な
が
る
新

し
い
形
の
「
共
育
寮
」
を
目
指
し

ま
す
。
ふ
る
さ
と
岡
山
“
学
び
舎
”

　

高
梁
高
校
の
生
徒
募
集
は
、
少

子
化
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
、

生
徒
・
保
護
者
の
考
え
方
の
変
化

等
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
本

校
は
普
通
科
の
学
区
を
全
県
学

区
に
し
ま
し
た
。
中
学
校
生
徒
数

の
減
少
に
伴
い
、
本
校
に
進
学
す

る
可
能
性
を
持
つ
中
学
生
の
絶
対

数
が
少
な
く
な
り
、
関
係
性
の
固

定
・
序
列
化
、
刺
激
・
競
争
が
生

ま
れ
な
い
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。
全
県
学
区
に
す
る
こ
と

で
、
異
な
る
背
景
や
価
値
観
を
持

つ
生
徒
が
入
学
し
、
新
た
な
視
点

や
発
想
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
学

び
を
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
今
年
度
、
旧
学

令
和
５
年

　

６
月
20
日（
火
）

　
　

17
：
30
～
（
個
別
に
よ
る
監
査
）

　
　
　

片
岡
監
査
、
菅
田
監
査

　
　

18
：
00
～　

役
員
会（
応
接
室
）

　
　
　

樋
口
会
長
他
11
名

　
　

18
：
30
～　

幹
事
会（
会
議
室
）

　
　
　

樋
口
会
長
他
22
名

　

８
月
14
日（
月
）

　
　

11
：
00
～　

総　

会（
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
）

　
　
　

樋
口
会
長
他
38
名

　
　

12
：
00
～　

懇
親
会（
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
）

　

10
月
21
日（
土
）

　
　

12
：
00
～

　
　
　

東
京
支
部
総
会

　
　
　

�（
東
京
都
千
代
田
区
ル
ポ
ー
ル
麹
町
）

　

11
月
19
日（
日
）

　
　

12
：
00
～

　
　
　

関
西
支
部
総
会（
ニュ
ー
オ
ー
サ
カ
ホ
テ
ル
）

令
和
６
年

　

２
月
29
日（
木
）

　
　

入
会
式（
体
育
館
）

　
　
　

樋
口
会
長

　
　
　

新
入
会
者
数

　
　
　

�（
家
政
科
28
名
、普
通
科
86
名　

計
114
名
）

　
　

主
な
支
部
・
連
絡
先

●
東
京
支
部

　

支
部
長　

佐
々
木　

敦
則

（
第
22
回
卒
）

　

連
絡
先　

前
島　

克
好

（
第
24
回
卒
）

　

taka-tyo@
googlegroups.com

●
関
西
支
部

　

支
部
長　

藤
岡　

敏
彦

（
第
24
回
卒
）

　

連
絡
先　

藤
岡　

敏
彦

（
第
24
回
卒
）

　

ま
ず
、
今
号
の
作
成
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
同
窓
会
総
会
が
本
年
も
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。
６
月
の
幹
事
会

に
は
今
春
の
卒
業
生
が
３
人
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
是
非
、
総
会
に
も

若
い
同
窓
生
の
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

近
頃
、
ド
ジ
ャ
ー
ズ
の
大
谷
翔
平

選
手
の
活
躍
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

今
年
は
打
者
に
専
念
し
て
い
ま
す

が
、
海
を
渡
っ
て
も
二
刀
流
は
彼
の

代
名
詞
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に

元
祖
二
刀
流
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
と
比

較
さ
れ
、「
も
し
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス

が
現
代
に
現
れ
た
ら
活
躍
で
き
る
の

か
」
と
話
題
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
高
梁
高
校
で
は
生
徒
が
地

域
社
会
の
抱
え
る
問
題
点
に
つ
い
て

考
え
、
そ
の
課
題
解
決
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
備
中
松

山
藩
で
藩
政
改
革
を
成
功
さ
せ
た

山
田
方
谷
に
ち
な
み
「
方
谷
学
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
も
し
山
田
方
谷
が

現
代
に
現
れ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
彼
の
物
事
を
大
局
的
な
見
地

か
ら
捉
え
解
決
し
て
い
く
考
え
方

は
、
現
代
に
お
い
て
も
私
た
ち
が
進

む
べ
き
指
針
を
示
し
て
く
れ
る
と
期

待
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

年
度
も
粘
り
を
見
せ
中
後
期
試
験

で
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
は
、
教

員
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
と
な
り

ま
し
た
。最
終
的
に
は
普
通
科
86
名
、

家
政
科
28
名
の
令
和
５
年
度
高
梁

高
校
卒
業
生
は
、
各
自
の
目
指
す
ス

テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
四

年
制
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
80
名
の

う
ち
国
公
立
大
学
に
54
名
（
過
年
度

生
１
名
含
む
）
の
合
格
者
を
出
す
こ

と
が
で
き
、
普
通
科
で
は
国
公
立
大

学
へ
の
合
格
率
が
過
去
最
高
の
63
％

と
な
り
ま
し
た
。
志
高
く
、
日
々
の

授
業
や
家
庭
学
習
に
、
真
摯
に
取

り
組
ん
で
き
た
卒
業
生
の
力
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
高
梁
高
校
か
ら

踏
み
だ
し
、
将
来
各
々
の
ス
テ
ー
ジ

で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に

で
き
る
年
次
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
教
育
課
程
と
な
り
、
共
通
テ

ス
ト
で
は
新
た
な
科
目
「
情
報
」
が

追
加
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
社
会
の

要
請
を
受
け
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系

の
学
部
を
新
設
す
る
大
学
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
少
子

化
の
影
響
は
大
学
の
存
続
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
、
今
後
も
受
験

の
早
期
化
や
学
部
再
編
が
い
っ
そ
う

進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。「
不

易
と
流
行
」、
ま
す
ま
す
進
む
入
試

制
度
改
革
の
な
か
で
も
、
伝
統
あ

る
本
校
に
課
さ
れ
た
「
社
会
の
有
為

　

２
０
２
４
年
度
入
試
を
総
括
す
る

と
、
前
年
度
に
引
き
続
き
受
験
の
早

期
化
す
な
わ
ち
年
内
の
早
期
入
試

で
合
格
を
勝
ち
取
ろ
う
と
す
る
動

き
が
加
速
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
総

合
型
選
抜
入
試
、
学
校
推
薦
型
選

抜
入
試
で
は
高
倍
率
と
な
る
こ
と
も

多
く
、
本
校
の
生
徒
も
苦
戦
し
ま
し

た
。
一
般
入
試
に
お
い
て
は
、
共
通

テ
ス
ト
の
平
均
点
が
昨
年
度
よ
り
も

高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
校
の
生

徒
も
総
じ
て
持
て
る
力
を
発
揮
で
き

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

の
１
ヵ
月
、
ク
ラ
ス
担
任
や
教
科
担

任
を
中
心
と
し
て
、
生
徒
を
励
ま
し

な
が
ら
粘
り
強
く
指
導
に
あ
た
り
、

生
徒
も
そ
れ
に
応
え
て
個
別
試
験
に

向
け
て
一
生
懸
命
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
た
。
前
期
試
験
で
合
格

で
き
な
か
っ
た
生
徒
の
多
く
が
、
今

　

近
年
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
社

会
環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、

そ
の
大
き
な
変
化
に
あ
わ
せ
て
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
、
そ

し
て
学
校
教
育
で
身
に
つ
け
さ
せ
る

べ
き
力
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
波
を
受
け
て
様
々
な

入
試
改
革
が
な
さ
れ
る
中
、
総
合

型
選
抜
入
試
、
学
校
推
薦
型
選
抜

入
試
の
定
員
割
合
が
高
ま
り
、
一
般

入
試
に
お
い
て
も
調
査
書
や
活
動

報
告
書
を
得
点
化
す
る
大
学
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
学

力
の
３
要
素「
知
識
及
び
技
能
」「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
学
び

に
向
か
う
力（
人
間
性
）」す
な
わ
ち
、

主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と

協
働
し
て
学
ぶ
態
度
を
、
多
面
的
・

総
合
的
に
評
価
す
る
傾
向
が
い
っ
そ

う
強
ま
り
ま
し
た
。

な
形
成
者
を
育
成
す
る
」
と
い
う
責

務
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り

良
い
社
会
を
築
い
て
い
く
未
来
あ
る

生
徒
の
素
地
を
育
て
、
一
人
ひ
と
り

の
特
長
を
伸
ば
す
進
路
指
導
を
い
っ

そ
う
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

国
公
立
大
学

　

北
海
道
大
１
名
、
岡
山
大
12
名
、

島
根
大
８
名
、
鳥
取
大
６
名
、
山

口
大
１
名
、
香
川
大
２
名
、
愛
媛

大
１
名
、
高
知
大
２
名
な
ど
、
中

四
国
地
方
を
中
心
と
し
て
全
国
各

地
の
大
学
に
54
名
が
合
格
し
ま
し

た
。
卒
業
生
に
対
す
る
国
公
立
大

合
格
者
数
割
合
は
、
過
去
最
高
の

63
％
と
な
り
ま
し
た
。

 

私
立
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校

　

同
志
社
大
１
名
、
立
命
館
大
３

名
、
京
都
女
子
大
１
名
、
龍
谷
大

３
名
、近
畿
大
６
名
、甲
南
大
１
名
、

清
心
女
子
大
12
名
な
ど
、
近
畿
地

方
・
中
四
国
地
方
の
私
立
・
短
大
・

専
門
学
校
に
多
く
の
合
格
者
を
出

し
ま
し
た
。
家
政
科
か
ら
も
、
の
べ

５
名
の
生
徒
が
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

女
子
大
に
合
格
し
ま
し
た
。

 

就　

職

　

製
造
職
や
事
務
職
な
ど
に
、
計

４
名
が
就
職
し
ま
し
た
。
ま
た
自

衛
官
と
し
て
１
名
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

環
境
整
備
事
業
を
利
用
し
て
、 

「
温
知
寮
・
泉
寮
」
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

プ
ラ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま

ず
は
、
食
堂
を
改
修
し
、
学
び
や

交
流
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
食

堂
・
学
習
室
・
交
流
室
を
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

目
標
寄
付
金
額
は
２
，５
０
０
万

円
。
個
人
の
方
の
寄
付
額
の
う
ち

２
，０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ 

い
て
は
、所
得
税
や
住
民
税
か
ら
全

額
が
控
除
さ
れ
る
た
め
、
寄
付
者 

の
実
質
的
な
負
担
は
２
，０
０
０

円
で
す
。
ま
た
、
企
業
か
ら
の
寄

付
の
場
合
、
寄
付
金
の
全
額
を
損

金
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
己
負
担
額
は
最
小
で
寄
付
額

の
1
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
方
に
も
、
後
輩
へ
の

ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
寄
付

申
込
方
法
は

こ
ち
ら
か
ら

令
和
５
年
度 

会
務
報
告

「『
温
知
寮・泉
寮
』リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ン
」

 

へ
の
ご
支
援
の
お
願
い

令和５年度　岡山県立高梁高等学校同窓会 一般会計決算書

令和６年度　岡山県立高梁高等学校同窓会 一般会計予算書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）
科 目 予 算 額 収 入 済 額 比較増減（△） 摘　　　　要
会 費 399,000 388,000 △ 11,000 @1,000円（学年ごとに納入）
総会懇親会費 150,000 170,000 20,000 令和５年度総会
寄 付 金 800,000 811,000 11,000 同窓会だより発行募金への応募
繰 越 金 897,158 897,158 0 令和４年度からの繰越金
雑 収 入 842 1,046 204 預金利息
名 簿 収 入 100,000 114,850 14,850 名簿売上等

計 2,347,000 2,382,054 35,054
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）
科 目 予 算 額 支 出 済 額 差 引 残 額 摘　　　　要
会 議 費 400,000 423,408 △ 23,408 総会、役員会
旅 費 70,000 114,710 △ 44,710 東京支部総会、関西支部総会
消 耗 品 費 10,000 5,575 4,425 クリアーファイル、封筒
通 信 費 1,120,000 1,104,776 15,224 同窓会だより発送、東京支部郵送料
印 刷 費 150,000 122,606 27,394 同窓会だより印刷
渉 外 費 3,000 0 3,000
慶 弔 費 30,000 23,530 6,470 叙勲受章者への祝電
記 念 品 料 0 0 0
雑 費 50,000 51,958 △ 1,958 口座振替手数料、過年度会費返金
予 備 費 514,000 0 514,000

計 2,347,000 1,846,563 500,437 
※収入済額（円）　　　支出総額（円）　　　次年度への繰越金（円）
　　2,382,054　　－　　1,846,563　　＝　　535,491

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）
科 目 予 算 額 前年度予算額 比較増減（△） 摘　　　　要
会 費 424,000 399,000 25,000 @1,000円（学年ごとに納入）
総会懇親会費 150,000 150,000 0 令和６年度総会
寄 付 金 800,000 800,000 0 同窓会だより発行募金への応募
繰 越 金 535,491 897,158 △ 361,667 令和５年度からの繰越金
雑 収 入 9 842 △ 833 預金利息
名 簿 収 入 9,500 100,000 △ 90,500 名簿売上等

計 1,919,000 2,347,000 △ 428,000

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）
科 目 予 算 額 前年度予算額 比較増減（△） 摘　　　　要
会 議 費 400,000 400,000 0 役員会・総会経費
旅 費 120,000 70,000 50,000 各支部総会
消 耗 品 費 6,000 10,000 △ 4,000 事務用品
通 信 費 579,000 1,120,000 △ 541,000 同窓会だより発送作業費、郵便代等
印 刷 費 123,000 150,000 △ 27,000 同窓会だより印刷費
渉 外 費 3,000 3,000 0
慶 弔 費 30,000 30,000 0 慶弔電報
記 念 品 料 165,000 0 165,000 ２年に１度購入
雑 費 50,000 50,000 0 郵便振込手数料、過年度会費返金
予 備 費 443,000 514,000 △ 71,000

計 1,919,000 2,347,000 △ 428,000
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（普通科・家政科）

種　　　　別
合格
者数

進 学・ 就 職 者 数

普通科 家政科 計

進
学

国 公 立 大 学 53 50 0 50

私 立 大 学 85 30 10 40

国公立短期大学 1 1 0 1

私 立 短 期 大 学 2 0 2 2

専 修・ 各 種 学 校 15 5 10 15

予 備 校・ そ の 他 1 0 1 1

計 157 86 23 109

就
職

一 般 企 業 4 0 4 4

公 務 員 1 0 1 1

計 5 0 5 5

１．令和６年３月卒業生進路状況

令和 ６ 年 7 月 15 日⑵  第 52 号 同 窓 会 だ よ り


